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ミナミマグロの管理手続き候補のパフォーマンスをテストするための代替オペレーティング・モデル仕様の性質及び適性
摘要
ミナミマグロの管理手続きの開発で利用される最新のオペレーション･モデルの検討から、条件付けの結果が提示されている。オペレーション･モデルの広範な次元を考えれば、それは、パラメーター間の徹底的な検討を施していない結果であると言える。その結果は、最終試験のために選定されるシナリオ・セットが、潜在的な不確実性に関する適切で安定した代表性を提示することを確保するために、いくつかの未解決の問題を条件付けプロセスで取り扱う必要があることを示唆している。特に、条件付けの結果や傾斜（steepness）の推定は、延縄漁業初期からの体長頻度データに関する仮定及びモデル作成に対して敏感である。最終試験に取り入れられる傾斜及び自然死亡ベクトルの適切なレベルが何なのか、特に、加入又はdepensationにおいて関連する高いレベルの自己相関性なしに、高い傾斜値が、過去のデータと一貫するかどうかを更に検討する必要がある。加えて、最終試験の選定は、効果的なサンプル･サイズ、資源加入関数でのdepensation、及びCPUEと選択性の間での変異性における関数関係について潜在的な不確実性を捕捉する必要がある。可能性のある多くのシナリオは、かなり大きな要素となるこれら全てにおける不確実性を捕捉する必要がある。そのことは、（相互作用を含めた）完全な不確実性における管理手続きのパフォーマンスの完全な評価を実施することを不確実にするものである。その代わりに、管理手続き候補の評価プロセスが信頼でき、頑健であることを確保するために、プロセスの選定が求められる。
